
資料４ 

日本語指導スタートアッププログラム（ＪＳＰ）について 

 外国にルーツを持つ児童生徒がスムーズに学校生活を送るため、これまでは日本語指導
員が学校を巡回し、週に１日（１～２時間程度）の日本語指導を行っていました。コロナ
終息後、再び外国人の転入は増加傾向にあり、今後も外国人児童生徒の増加が見込まれる
ことから、これまでの巡回型指導に加え、初めて日本語を学ぶ児童生徒に対してのスター
トアッププログラムを実施することで日本語指導を充実させ、外国人児童生徒が円滑に学

校生活を送れるよう支援の充実を図ります。
（参考） 

１ 対象児童生徒 

市立小中学校へ転入・入学する外国人児童生徒であり、入学後、保護者と学校が話し合
い、日本語初期指導の必要性があると判断した場合 

２ プログラム内容 
（１）レクリエーション 歌やゲームなどを通じてコミュニケーションを図ります。
（２）日本の文化風習  生活習慣や遊び、マナーなど日本の文化や風習を学びます。 

（３）日本の学校生活  学校での１日や基本的なルールを学びます。また、保護者に対
して、これから用意する学用品、どこで購入できるかなどに通
学準備のための説明を行います 

（４）日本語の基礎 挨拶や自己紹介から学校生活に必要な日本語、日常会話などを
学びます。 

※ 指導時間は、１日の午前または午後の３時間として、期間は児童生徒の適応力を見て
判断します。（最長２週間）初期指導終了後は、学校への引継ぎを行い学習指導は通学開
始後、巡回型を活用しながらこれまでどおり学校で行います。なお、保護者に対しても

市内の日本語教室や相談窓口を紹介するなど、必要な情報提供をします。

３ 支援場所 

総合教育プラザを中心に前橋プラザ元気２１、図書館、高校生学習室などの市役所周辺

の市有施設を活用します。（保護者による送迎を原則とします。） 

４ 実施体制 

専任の初期指導員及び日本語指導アシスタントを配置します。また指導の際は、必要に

応じて前橋市国際交流協会から通訳・翻訳のための専門員を派遣します。（多言語に対応） 

５ 事業開始 

令和６年１１月１日 

担 当 学校教育課指導係

電 話 027-898-5862（内線：4068） 

本市の外国人住民者数 本市の外国人児童生徒数 

令和元年９月末 ７，０１５人 ２０５人 

令和６年９月末 １０，１０４人 ２５９人 


